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１．はじめに

2008年１月より，組込みマイコン技術科（短期デ

ュアルコース）を開始した。

2007年７月札幌市，さっぽろ産業振興財団，マイ

クロソフト社は，組み込み技術者育成への取り組み

を強化すると発表された。３者団体は同年６月に共

同で「札幌イノベーションセンター」を開設してお

り，その人材育成プログラムとして，組み込み技術

者向けの教育セミナーの実施や，新規教育プログラ

ムの提供などを行っている。

そのような背景から，若年者のものづくり系ソフ

トウェア技術者の育成と企業における技術者不足の

マッチングを解消するべく，この組込みプログラム

開発科（短期デュアルコース）を開講した。

今回は，訓練効果と評価についてというテーマで

あるが，冒頭では訓練コースの設定から実施に至る

背景を説明し，その訓練内容と，訓練生募集で実施

した行動を紹介する。

次に科のコラボレーションによって実施した業務

事例についての報告と，訓練最終システムに実施す

る，企業実習の実習先企業開拓についての取り組み

を紹介する。

そして，訓練効果と評価についての取り組みの紹

介と併せて，訓練受講後，今後どのように役立てる

かなどの訓練生の感想を紹介する。

２．訓練コースの設定

２.１訓練内容

訓練コースのシステムは以下のように設定した。

各項目は１システム（18日）の内容になる。

・C言語基本

・マイコン周辺回路

・C言語による組込みマイクロコンピュータ制御技

術

・RTOSを用いたリアルタイム処理プログラミング

・マイコンネットワークプログラミング

・企業実習

各項目について説明する。

・C言語基本

パソコン上でのアプリケーション作成演習とC言

語プログラミング能力認定試験合格を目標に基本か

ら応用まで，習得する。

・マイコン周辺回路

組込みマイコン技術科で学習するものは，ほとん

どがプログラミングなどのソフトェアだが，ハード

ウェアの知識も必要であり，電子部品などの学習も

する。

・C言語による組込みマイクロコンピュータ制御技

術

実習ではラインをトレースしたり，障害物を回避

したり，光源を追いかけたりすることができるロボ
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ットの製作とプログラムを通し，プログラムだけで

は解決できる部分とできない部分，それを解決する

にはどのようにすればよいかを考える技術を習得す

る。マイコン制御システムの設計・製作・制御（プ

ログラム）作業を行い，スイッチやLED，液晶表示

（LCD）の制御から，組込みプログラムを習得する。

・RTOSを用いたリアルタイム処理プログラミング

組込みOS「TRON（トロン）」を学習し，組込み

システム実習装置を使って，マルチタスクプログラ

ミング，リアルタイムプログラミングの基礎を学習

する。

・企業実習

企業実習では，現場での製品開発がどのように行

われているか知ることができる。訓練生は訓練で養

った技能・技術を土台に，各企業先での実習課題に

取り組む。課題には，既製品の機能追加業務，社内

用アプリケーション作成，オリジナル課題（与えら

れた仕様からプログラム）などさまざまな開発経験

を体験する。また，企業には，課題の取り組む姿勢

を通し，時間をかけ，採用の検討を行っていただい

ている。

訓練生には日常的に使っているモノに最先端の技

術が使われていること，夢の未来を本当に実現でき

る技術が目の前にあることを，肌で感じてもらえる

と思う。

この５ヵ月間の基本的な内容を習得し企業実習な

どを通して，スムーズな就職内定へ導く一助になれ

ばと考えている。

２.２　訓練生募集の活動報告

訓練生募集の活動は以下のとおりである。

・訓練内容を当センターホームページに掲載

・職業安定所のご担当者様への訓練内容説明

・職業安定所，札幌地下街へ訓練生募集ポスター

・体験入学説明会の開催

・雇用保険初回説明会にて訓練コース紹介

今回は特別に訓練生の募集コース説明と体験会を

実施した。実習教材には，RoboDesigner（株式会社

JAPAN ROBOTECH 社製）によるロボットカーの

簡単，製作とプログラムを実施した。

そのために使用した，アルゴリズムを習得するタ

イルプログラム環境TiCollaはC言語の知識がなくと

も前後左右の動きなどの簡単な動きをロボット制御

ができる。

１回当たり２時間で体験入学説明会を終了し，募

集期間の２週間前から２回実施し延べ24名の参加が

あった。

体験入学説明会の参加人数を表１に示す。

選考当日には（定員20名），37名（欠席なし）を選

考し，20名入所となった。以下に施設内訓練の実習

風景を写真１に，訓練生の年齢層を表２に示す。
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年齢

第一回説明会

第二回説明会

合計

人数

12名

12名

24名

表１　体験入学説明会参加人数

写真１　施設内訓練の実習風景



３．科のコラボレーション

電気・電子系とほかの系，課がコラボレーション

することにより，効率的で効果的に業務行うことが

できた。

当科は，18日間の企業実習が訓練最終システムに

あることから，企業，団体への広報，情報提供など

を　担当次長，情報・通信系と電気・電子系で密に

行い，また，委託訓練のコース設定に活用した企業

情報をもとに，５団体，42社の企業開拓により企業

実習先の目処がついた。

今回，特に協力いただいた，団体，企業は以下の

とおりである。

・北海道情報システム産業協会

・社団法人　北海道IT推進協会

・協同組合アイ・ウェア

・さっぽろ産業振興財団

・北海道ソフトウェア事業協同組合　計　５団体

企業実習先と訓練生数を表３に，企業実習風景を

写真２に示す。

４．訓練効果と評価

訓練効果の確認として，システムの初めと終わり

に「習得度確認シート」を実施している。習得度の

確認を行うことにより，訓練生の自己の理解度の把

握と，指導員の個人個人の訓練生の理解度が把握で

き，今後のきめ細かな指導へと活用している。また，

就職活動などにおいて企業先への訓練内容の習得度

を明確に示すことができる。

また，サーティファイが認定するC言語プログラ

ミング能力認定試験の合格という目標を与えること

により訓練生のモチベーションを維持することがで

きた。

４.１　訓練効果

訓練効果として今回は，訓練生を対象にアンケー

トを採らせていただいたので，紹介する。

質問

■今後どのように役立てるか■

■課題（仕事）への取り組み方■

回答

●講義を受ける前よりは確実に現場のことやいろい

ろな知識が身に付き，より具体的に将来を考える

ことができるようになったと思います。

●以前は何を勉強すればよいかすらわかっていませ

んでした。今では自分で参考書を購入し，自主学

習をできるまで大きく前進していると実感します。

●３分間スピーチやプレゼンテーションなど，IT関
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年齢

21～24歳

25～29歳

30～34歳

人数

８名

９名

３名

表２　訓練生の年齢層

企業実習先

株式会社メガ・テクノロジー 

協同組合アイ・ウェア 

株式会社デジック 

SOC株式会社 

株式会社技研工房 

株式会社ハルソフト 

合計 

訓練生

 ８名 

 １名 

 ２名 

 １名 

 ２名 

 １名 

15名

表３　企業実習先と訓練生数

写真２　企業実習風景



連の仕事以外にも応用できる経験を得ることがで

きました。

●自主性に任せる感じが良かったと思います，最近

は自分で調べる癖がついてきました。企業での実

習は仕様書をもとに開発して提出するという課題

なので今までの訓練を通じて得た，自分で考える，

探す力が役に立つと思います。

●SEの現状をいろいろ教えていただき，ドキュメン

トの作成方法などいつか私がプログラマからSEに

なった際に役立てさせていただきます。

●今までの授業を通じて自分自身で調べるという力

や仲間と連携をとることにより知識の向上，信頼

など培っていける力が身に付いたと思います。

●優先順位をつけ，時間の管理をかなりしっかり考

えないといけないなと痛感しました。

●通信プロトコルの技術と，それを含めた組込技術

やその他のコンピュータ業界の実際の現場での開

発手法などのお話も，すごく興味深いお話でした。

●ネットワークとは機器同士やアプリ同士のつなが

るための手段であり，プロトコルを組み込めるも

のであればどのようなものでも接続できるという

考えをできるようになったので，考え方が広がっ

たのは今後のものの見方や発想に大きく影響する

と思います。

●ネットワークの勉強をやったことによりLinuxの勉

強も始めたりと，知識の幅がどんどん広がってい

く感じがします。

●今回の講習を受講したおかげで目指す職業もSE・

プログラマ以外にネットワーク技術者という選択

肢も増えたことをたいへん嬉しく思います。

●現役の講師のお話を聞くことができ，課題のアプ

ローチ方法，勉強法，注意点，今どんな知識（具

体的な言語，開発環境を含め）が必要なのか，何

を習得したらよいのかを知ることができたので，

これから仕事をしていくうえで，習得のスピード

が絶対変わっていくだろうなと思っています。

●まず自分はわからなかったらすぐに人に聞いてい

たので，調べる，そしてその上でわからない所を

まとめて，最後質問するなど仕事のマナーみたい

なものが体感できてよかったです。

●ドキュメンテーション・プレゼンですね。自分で

期日までにまとめて発表する機会が与えられただ

けじゃなく，大勢で作業し，その結果を，更に大

勢で発表しあう。いろんなプログラム，取り組み

方，プレゼンテーション手法が見ることができて

良かったです。一度流れにのってやってみたとい

うのはとても勉強になりました。多分次はもっと

課題への取り組みもすばやく，うまく人にも伝え

られるのではないかと思います。

４.２　評価

訓練生は訓練修了後，技術者として働くことにな

るが，そのとき，目の前の仕事の多くは自主的に解

決することが必要となる。この訓練では，与えられ

た課題に，どのような姿勢で取り組むべきか，さま

ざまな事例から，訓練生は業界をイメージすること

ができ，各自インターネット検索で情報を入手し，

自主的に実習に取り組む流れができていた。「知識」

や「経験」による技術力は時間がかかるが，技術者

としての「考え方」や「物事に対してのとらえ方」

はあらゆる場面において生かせると思っている。

５．まとめ

組込みマイコン技術科の立ち上げから実施までの

過程と，訓練生の感想を紹介した。

この訓練では「IT業界全体を俯
ふ

瞰
かん

で見た場合の現

状」から「具体的な開発手法のトレンド」まで幅広

い範囲でのさまざまな情報を非常に効率よく得るこ

とができた。

また「技術者としてどのようにあるべきか」判然

としない思いを描いていたが訓練の中で，

「コーディングは技術者の筋肉トレである」

「ドキュメンテーションで情報を管理しよう」

「製品品質に対する考え方」

「ツールのトレンドには敏感であるべき」

といった技術者としての重要な哲学に触れること

ができ，非常に感銘を受けるとともに今後自分が技

術者として活動していくうえで非常に重要な価値観

を得ることができた。
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本来，このような意識付けは訓練の早い段階で行

えることがよいが，今回は最終システムになってし

まい，訓練内容の見直しを含め，次回から検討して

いきたいと思う。

＜実習に使用した機器＞

aRDS-X01:Platform（株式会社JAPAN ROBOTECH）

sPizzaFactory2評価キット TOPPERS教材対応版（合資会

社もなみソフトウェア）

d統合開発環境　HEW無償評価版（株式会社 ルネサス テ

クノロジ）
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